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軽 蔑
常不軽菩薩によせて

原 実

　法華経の「常不軽菩薩」は自らは教示もせず、讃調もせず「不専読諦経典」（noddeSaPt

karotiア2a∫傾d々砲助ηka　roti）のまま、「凡有所見」の四衆に「我深敬汝等。不敢軽慢」

（η励αηzaYUSMatO　y俗，η∂んαm　Paribhaz・a－mi／aParibhata卯yα7η）とのみ言っていたから彼等

の不興を買い（krZtdhyanti）、十塊や棒を投げつけられた（／os鋤ηva∂顕4ωμL，αksiPanti

「杖木瓦石。而打榔之」）が、それでも自らは怒らず、軽蔑を受けるのみであったが故にその名

（sαdローParibhata）を得たと言われる1。その先駆が佛弟子の一人PUrna（Pali　Punpa）L’に

見出されるとは丹治昭義氏の指摘したところであるが．♪、一般に古代インドに在って他人を

軽蔑する事、又軽蔑される事がどの様に考えられていたか、又更に軽蔑された者はそれにどの

様に対処すべきかを考察する事も「常不軽菩薩」の背景を知る上に一助となる様に思われる。

又中世インドには敢えて自ら軽蔑を求めて「言辱打辱」に耐え、その「忍辱」に己が積善の道

を見出していた出家遊行者が存在していた事も知られている。

　今回法華経文化研究所より誘いを受けたので、以下にこれまで折に触れて言及した．’とこ

ろに、古代インドの箴言集（SubhaSita、　Indische　SprUche）と遊行（∫o，22η頭sα）関係論書の

中から関連章句を加えて、「軽蔑」の諸側面を明らかにしたいと考える。

（1）「言辱」

誹誇は他人を傷つけるが、それは急所（MαrMan）を衝くこと、武器以上で致命傷となる．

ηαtαtha勧yate　1’iddhα肋ttnLan　bロ顧lt　Siθmαrmagαih

響α書」辺tudαnti｝nαrma－sth口hy　asatalηi）uru§e＄αtiα厚　（IS．3256）

　　人は急所必中の矢によって射られても、急所に刺さったまま（marma－sthα）（抜けない）

　　悪人達の（悪口の）矢が撃つ程には苦しまない㌔

saηroハユati　9arair　1‘iddhanz　vαnanゆaraSuna　hatam

vaca　du．rukta　

711励膓王atsa？rl　nα　saln撤αれ・ロ儲Sαtα｝n

　　　（MBh，5．34．75＝／＝13．107．　58＝IS．5806）

　　矢によって射られ、斧によって打たれても、森は再生する．

　　しかし、言葉によって罵倒されるは恐ろしく、言葉による傷は再び癒える事がないEl。
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斯くて言辱は茨、矢、槍、剣等の武器、毒蛇、毒に讐えられる。

　　「茨」v・dk－kaηthaんα

　　　　aγUi？ztuda㌘Parusa解γπksa－t厄cα解・v∂k－kaη『akaiγvitudaηta㌘maηu＄y∂n

　　　　vidydd　alak＄mika－tama7．n　／’ana－n励m　mukhe　nibaddha－m　nirrti7！z　vαhanta7n

　　　　　（MBh．1．82．9＝5．36．8）

　　　　急所を衝く粗暴な言葉の茨で、口汚く人を刺す者を、その口中に死を含む、人中最も不

　　　　吉な輩と知れ。

「矢」vak－s⑳ακα，－Satya

　　　　傾κ一s⑳α肋彼∂α頒ηniSPatanti　yair　ahatah　Socat’i　ratry一αhani

］）α「αsya　v口？narmαsu　te　Patαnt・i　tδn　Paηdito　nδpasrjet　i）αre＄u 　（MBh．1．82．ヱヱ）

　　　　口より落下した言葉の矢によって撃たれれぱ、人は日夜悩み悲しむ。

　　　　それは他人の急所に落ちれば、賢者はそれを他人に放ってはならない了。

　　「猛毒」halahαiα，　kalαkatα，　visa。

　　　　nanv　aSrαYa－sthitir　iyam　tαtra　ka［．akaζα

kenottαγottaγα一viSistα一pαdopαdi＄ta

Pγag　aγn．avαsyα　hrdage　vτ＄α一tak＄mαno　’thα

kαnthe　’dhun口　vasαsi　vOci　Punαh　khalδnるm〈IS．3329）

　　　　猛毒KalakUtaよ、誰が汝に、次第に高きに昇る住居移転を教えしか？

　　　　最初は海中奥深く、次いでシヴァの喉もとに、そして今や意地悪き人の口（舌）の上に

　　　　住すれば．S。

　　「言辱」による致命傷、不治の病は人を「死」に導く。

mαrmany　asthini　hrdagαm　tαthas励ghoraリaCO　nirdαhαn励α鋤Ptsam

　　　　tαs？nad　vacam　ruSatτm　rπksα一⑳⑳∂加rmara7no　n吻aSo｛戊a’rjaYttα

　　　　　（MBh．5．36．7＝／＝IS．4732）

　　　　この世に悪口雑言は人の急所を、骨を、心臓を、将又息、（の根）を焼き尽す。

　　　　されば人倫の道を楽しむ者は、常に悪口雑言を避くべL’g．。

　言辱による深手は、身内、特に長上が目下の者に罵られる場合就中顕著で、蔑視

（avαmana）は殺害（v・adhα）に等しく1°、軽蔑されたままに生き長らえる者は「生ける屍」

（∫jpαηlnrta）11とさえ言われた。
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（2）「誹諺」

（2－1）人情

　併しながら兎角人は他人の噂を好む。それは又「称讃」か「非難」の何れかに傾くが、多く

の場合人は自分の非に気付かなくとも、他人の非には敏感である。

sαhaゴandha－drSaip　svadurnαge　pαrαdoseksanα一divyαcαksusαh

　　　SVαgUnOCCagtrO　morni－vratarh　para－varnayrahaηesv　asa”dhavalp

（is．6967＝SiSup豆tαvαdhα16，29）

　　　自分の失敗には生まれつきの盲（αndha）、他人の失敗には天眼（divya－caksus）、

　　　自分の成功には雄弁、他人の成功には沈黙の誓を守る、こは善からぬ輩共。

khα｛aip　sαr＄αPa－matrarpゆαra－chidraEi　Pα9yαt｛

口tmano　［）ilva－m∂tr口rpi　

i）αこ§yann　api　na　i）αSl／ati　（∫S．2045）

　　　悪人は他人の欠点だと芥子粒程のものでも観るが、自分のものはビルバの実程のもので

　　　も観つつも尚、観ようとしない匠㌔

na　tαtha　t・αktu？n　icchαnti　kαlyana刀Puruse　gunロn

　　　〃α肋αis∂扱vaんtum　icchant・i　nαirguηyαm　anuyunjαkatz（MBh．　12．288．23＝IS．3259）

　　　誹諺者（anZtyunコ’aka）が不徳を言いたがる程には、人々は（他）人の善徳をUにした

　　　がらないL㌧

（2－2）嫉力石

　人情の自然として他人の噂をすると、兎角そこに「羨望、嫉妬」が介人する。中でも高位に

ある者は兎角「嫉妬」の対象となりやすい。

nocckrita7？t　sa．hate　kaScit　Prakriya　vaira－karika

SucerαPi　hi　yuktαsyαdoSαevαniPatyαte　（MBh，ヱ2．H2．57－8＝1S3829）

　　　なんぴとも高位の人に耐え難し、優位は敵意を産む。清廉潔癖なりとも非難を免れ

　　　ずll㌔

nagUηΣ9｝｛移mαlpa 　vett　gU刀i　gurpl＄tイ 　lnatsαγZ

gu刀t　cαguηαイほgt　cαvirαiαh　sαγαloゴαnalt　（、1S3544）

　　　徳なき者は徳ある者を知らず、徳ある者も徳ある（他）者に嫉妬す。

　　　徳ある者にして（他人の）徳を喜ぷ正直者は稀なり。

　悪人（durj’anα）の口にかかれば、長所も欠点となるから（NitiSataka　43－IS．2375）、万人

を満足さす事は所詮不可能である（IS．6922）．15。
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（2－3）「誹誘＝己を卑しめる」

　併しながら他人を誹誘する事は自分を卑しめる所以となる。

　　　　Pariva’dam　bruvaηo　hi∂24γ耐アηδZ，αi　7η0カ∂」〔2ηε

prαk口Sαyat’i　do＄a社　sv口n　sαゆah　phαnam　ivocchritam（MBh．ヱ2．ヱヱ5．ヱ4＝IS．3966）

　　　　人前で口汚く罵る輩は、己が欠点を証すのみ、蛇が鎌首を撞げるに似て。

　　　　し・idhvasta－Pαragupta－nam　bhαvati・khalana’m　ativa　malinatvam

αntaγ＃α一Sasi一γZtcamαpi　sαt・iLa－mttc豆γ移mαtin乞？n豆bhyαdh・ikαlp　（∫S．6126）

　　　　他人の徳を汚す悪人共、彼等の稜れは更に大となる、

　　　　黒（雨）雲にして月（の輝き）を蔽えば、そは（自らの）暗さ（＝繊れ）いや増すのみ。

d働ano　dRSαyαty　eva　sa励τ　9Ztnα9αnαm　ksanat

7nα1’in’t－kurute　dh刀7nah　sαn／at’la　vi7na乏∂ml）arαm　（∫S．2862）

　　　　悪人は忽ちにして善人の徳を汚す。とかく煙は藏れなき大空を汚せばlf｝／。

　この様な人品卑しき者は、蝿を初めとして卑しき動物に警えられる、

　　　　atiramapt’iyeん諏vye’1）i　piSuno（2πSα理α，ηanvθ＄αYat’i

ati’ra？na刀1ye　vαPti．＄i　vraηαm　iva？nαk＄ik口．－n．ikαrα九　（is．148）

　　　　いと麗しき詩作にも悪人は粗捜しなす。いと麗しき体にも蝿の群が傷口を求める如く

　　　　にi17‘。

　彼等は更に酪駝（IS．1548）、帝釈鷺（IS．1712）、鴉（IS．3424）、犬（MBh．12．115．11＝／＝IS．

4237）、猪（IS．2127）に喩えられるのみならず、動物よりも更に劣るとも言われる．iS．。

（2－4）「誹誘と称讃」

　併し兎角人は己を基準として他を量るからlf＋、同じ事でも或る人は善意に取り、又或る人

は悪意に取る。斯くて「善意」と「悪意」は善人と悪人を区別する所以となり、ここに両者を

分ける徴標が存在する。

｝nαksikロt・rαnam　icchαntゆu6Pam　icchαnti　＄αtPada乏1

　　　　sαjjanδguηam　icchant’i　do＄am　icchanti　pamαrah　（fS．4652）

　　　　蝿は傷rlを求め、蜂は花を求む，．善人は長所を求め、愚人は短所を求む。

9μ顧gα砲dos司s晒ηα一りαdαれe　durjαnα一mukhe

　　　　gupt．δdo＄∂yante　kim　iti∫ασα故元ηvis7nayα一Pαdam

　　　　yathaノ『ノη乏7ご0’　ya　2．n　lava’n．a－joiadhθr　vdri　Madh　4’rain

　　　　Phani　Pitvaん＄τTam　t．，αmati　garαZa扱duそisαhataram（IS．2138）

　　　　善き人（SU／ana）の口に昇れば短所も長所となり、悪しき人（dltlブa　za）の口に昇れば

　　　　長所も短所となる。ここに如何なる不思議かある。
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雲は海水を飲むも降らすは甘露の水、毒蛇は乳を飲むも吐くはいと耐え難き毒。

bγπfe’nyαsya．sαto’Py　aγyo　9U4碗do§anis　tu　dur］’anαli

tulye

　’Pyαsatye　kiM　tv　eko　9αcchαty　Strdh　

vam　adho ‘Pαrα4z　（IIS、4514）

貴き人（訂脚）は在らざるも他人の徳を口にす、悪き人は在らざるも過失を口にす。

何れも真実には非ざれど、一は上（天国）に、他はド（地獄）に赴く2C。

（3）善人

「誹誘」にして己を卑しめる所以とあれば、賢者（Paηdita）は他を罵倒しない。

加rα一Pari正・adα！t　Parisαdi　na　kαtha？n　cit加頑tena　t・aktai・yαh

satyalnα］）i　tαn れα　t，acyα｝？z　ya（乏 uk亡α？n　asukhδvaha？？1　bhαvati　（1S．3931）

　　賢者は、如何なる場合でも、他人の悪Uを人前で言うべきでない。

　　真実であっても、口にすれば不快を催す言葉を口にすべきでない。

「他人非難」は「自己礼賛」と共に賢者（dhira）の慎むところである。

　　satYαノPt　mrdu　Priya・ip　t）∂んyaiηdhiro　hita－ka　ra　7．n　t，adet

OtmotkarSa？翼　tath口 nindaiηi）αre§α？2τPaγiゼαηα｛ノet　（IS．6736）

　　賢者（dhi　ra）は真実にして柔和、優しくて為になる事を語り、

　　自己礼賛（atηnothαrsa）Utと他人中傷を避くべし2Lt。

されば賢者は、悪口雑言を潔しとせず、寧ろ死を選ぷ。

　　va　ra　1．n　llzaUIZa？？tんσγ〃oアηna　cαvacanaln　uんtam　gad　anrtazn

t・αrのll　k三α加yのP　P”1’nsam　nα　ca　Parα一ka｜ロ重γδ励9ω照γ1ωη

varal？｝　P’ra－’na－tyago　na　ca　piSuna－1」∂匂ε§il　abhirttcir

varα1？l　bhik＄口Sitva？n　na　cαf）αrα一dhanσsvO（tanα一su．kham （IS．5981）

　　虚言を吐くより沈黙守れ、男たる者他人の妻2］に近づくより性的不能者たるべし。悪

　　口雑言を好むより命捨てるが勝る、他人の財を享受するより乞食が勝る2：。

（4）殿誉褒睡の超越

（4－1）「善人の本質不変」

　兎角「悪「llは人情の致す所、善人と難も所詮「非難」を免れないとあれば、人はそれを気

にする事はない。

　　　　yadi　kako　gajρndrasyα1・お『んひηkun・ita　mardhaηi

　　　　sa∫｛’αb九71戊o　h　iηfcπησm　yo　ga　jo　ga∫jo　el．Ta　sah　（IS．5204）
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　　仮令鴉が巨象の頭上に糞を垂れるも、そは賎しき者の本性にて、象は象たるに変りな

　　　し2㌔

性悪しき輩がその長所を隠そうと努めても、善人の徳は自然に顕れる。

　　t’rηαir　ivagnih　sutaram　zJivrddhim　acha－dgamano’pi　gorno’bhyupαiti

　　　sa斥evalam　dur］’ana－bh∂vamθti　haηtμ卿gz4η口ηz，∂カcカα’ゴyah　ParαSYa

（Brhatsαmhita74．10；IS．2592）

　　草に覆われていても、火が（却って）燃え盛る様に、美徳は隠されていても（自然に）

　　顕れる。

　　　他人の美徳を損なわんとする者は、ただただ独り自ら悪しき輩となるのみ。

（4－2）「毅誉褒睡の超越」

さればBhagavad－gitaには、賢者須く穀誉褒匿の彼岸に身を置くべしと説かれる。

tutyα一ninda－stutir　maunl　sαmtu＄to　yena　kenα　cit

　　　αniketalP　sthirα一matir　bんakt・inza－n〃me　p吻o　narah（Bhagavad－9而1219）

　　　誹諺と称讃とを同一視し、寡黙にして何ものにも満足し、住家なく（雲水の生活）堅固

　　　心あり、誠信に満てる人はわが愛するところなり。（辻直四郎訳）Sf］

yad　yαd　br鞠ad⑳α一拠t｛s　ta亡tαd　asya　Sαhet　sαdロ

Prakrto　hi　PraSαmsαn　va　n　

in（1αn　va　kpm　kαrisyαti

vαne　kaka　ivabuddkiγ1．’asαmδno　nirarthakam　（MBh．12，U5．7）

　　　小人が何を言わんと、彼は常に耐えるべし。凡人が讃えんと、罵らんと、何をかなさん。

　　　森に鴉が噂る如く、愚人は無意味な事を喚くのみ’㌔

sRkti？ηkarqα一sudha7n　t’yαnaktu　sujanαs　tαsmin　na　moda．mahe

　　　brata㌘Vδca7nαsRyako　visa－muca77z　tasmin　no　khidyるηahe

yo　yasya　Prαkrtih　Sα励7礼吻噺伽衙H阻S　taya　c｛ft　

taya

kur？nαs　tat　khalu　karma　jαγηηα一niga（iα一cchedaya　yaj　j豆yαte　（is．7ヱ54）

　　　善き人が耳に甘露な名言なすとも我等喜ばず、悪しき人が毒ある言なすも悩まず。

　　　人々各自、己が本性明かすべし、我等いかで思い煩わん。生（死輪廻）の枷を断つ業な

　　　すのみ。
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（5）「軽蔑の探求」

（5－1）殿誉褒既を超越した者は進んで軽蔑を探求し、軽蔑に耐える「忍辱」に積善の道を

見出した。

sαpamanad　brah’mano　nitgαm掘吻¢亡αt・｛sad｛vα

　　　　amrtasyeva　c∂kaiik＄ed　avαmOnasya　sαrvada　（－162）

sukha7’n　hy　avamαtah　Sete　sukha？ge　prαt’ibudhyαte

　　　　sukham　cαrαti　toke‘sminn　ava．Mant∂vinaSyαti（ManZt．SMrt・i　2．163）

　　　　バラモンは常に尊敬を毒の如く恐るべし。そして常に軽蔑を甘露の如く望むべし。

　　　蓋し人は蔑まれて安らかに眠り、安らかに目覚め、安らかにこの世を渡る。蔑む者は滅

　　　　すL’sc

αtil，addms　titikseta　na’vamanyeta　ka？η　cαna

　　　　ηαcのηoηz（ieんalll　aSritya　l．・αirα　1．n　kun，ita　kena　cit（47）

　　　　krZtdhyaηtaipa　na　Pγat’tkηUdhYed∂んrus4ah　ku　Sa　la　i．n　vαdθt

　　　　saPta－（lvδrat，akirη口7？i　ca　na　ll口cωηanrta7P　vadet（Afanu－sinrti　6．48）

　　　非難に耐え、なんぴとをも蔑すむべからず。この身体によりてなんぴととも敵対するな

　　　　かれ。

　　　怒れる者に対しても怒るべからず、罵られれば祝言なせ。．ヒ門に拡がる嘘言なすべから

　　　　ず2t］。

αkγuSyαmano　nakroSen　manyuγ　eva　titiksatall

視kγoS仇αγω翼nirdahαti　sukr亡aln　casyαi・indati（IS．8S6＝MBh，1．82，7，5，36．5，12．288．16）

　　　　（他人に）罵られても（他人を）罵るべからず、忍辱する者の憤葱（mαnyu）1｛°は非難

　　　　する人を焼き、彼よりその善業を得る。

αkγパα一ρ仇1・ndabhyoぼ’吻isanty　abudha　bu肋仇

　　　　vαkta　P口／）am　Ztl）itdαtte　k5α）nam∂rpo　viMUCYate　（IS．857＝ルfBh．5．　34．71）

　　　愚者は非難軽蔑により賢者を傷つける、非難者は罪を得、忍耐者はそれより解放され

　　　　る《㌧

（5－2）「その方法」（∫a4avαd，　balavαd．　ztn？nattavαd）

　軽蔑された．者が、軽蔑する者の功徳を己に呼寄せるのであれば、彼は寧ろ進んで軽蔑される

事を求めるが、それには特別な方法が存在した。それは．故意に痴人（）’adaiiat）、狂人

（un，lzattavat）’2、幼童愚人（batavat）を装って世人の軽蔑を喚起するに在る“。以下に

MBh．14巻に語られるバラモンSamvartaの物語、　Vi§nu　Pur品a　2－13その他に語られる有名
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なBharata物語、更に後世の遊行者の生活規定を盛るNarada－parivrajaka－Upani§ad’34」の関

連部分を訳出する。

（5－2－1）Sarpvarta

　司祭者を探し求めていたMarutta王に、　Narada仙は言う。

　　　々αηηα顧γαsα四雄αカsα脚απo顧輪∂妬γ痂んα々

cα航γα瑚li眺αh　s⑭豆dig－vasa　mohαyαn　Prαゴ助（MBれ．ヱ4．6．18）

　　　王よ、Arigirasの子で徳勝れたSamvartaと名付ける行者は、裸のまま（dig－vnsas）

　　　世人を欺きつつ諸方を遊行している。

unmatta－veSapt　vibhγαt　sα　cαitkγamiti　yαtha－sukham

varanαsτm　tu　nagaγim　abhiksna？n　uPαsevαte（MBh．14．6．22）

　　　彼は狂人（unMatta）の装いをして氣ままに遍歴しているが、時折Benaresの街にやっ

　　　て来る。

　Marutta王はNarada仙に如何にして彼を識別し得るか、彼の特徴を問うと仙は答えて言

う。「彼に死体を見たらすぐに踵を返して引き帰すから、その後をついて行けばよい」。仙にか

く言われて王は街の入口に死体を置いておくと、果してSarnvartaが現われた。　Eがどこま

でもついて来るのを見てSarpvartaは彼を威嚇し、街外れ迄来た時彼は王に疾、唾を浴びせ

（stesmana　capi　raコ’anaPt　＄thivanaiS　ca　samakirat：MBh．14．6．31）挙句の果てに王の依頼を断っ

た。ここに有徳（dharmika）のバラモン行者Samvartaは狂人（un7nattα）を装い、裸体

（dig－vdSas）のまま、人々を欺きつつ（？nohayan　Prajah）諸国を遍歴していたと言われる‘5。

（5－2－2）ViSnu－purana　2．13は最高の真理を悟ったBharataの物語を載せている。彼は

神々と一切生類と同一視して、師家に入門してもヴェーダも唱えず、梵語を隠し、世間を超越

していた〕11。以下、原文が長文に亘るので、それを便宜上注記に記する。

　　　色々話し掛けられても痴人（元ada）の如く、梵語を語らず、俗語で答えた。（40）

　　　このバラモンは汚い恰好をし、弊衣を纏い、唾を垂らし、全ての街の人から軽蔑

　　　（Paribhata）されていた。（41）

　　　尊敬（sa7．nmanαna）をYoga増進の最大の障りとなす故に、

　　　Yogaを行ずる彼は世人に軽蔑されて（al・αMαta）Yogaの成就を見出す。（42）

　　　Yoginは善人の法を汚す事なく、世人の蔑む（avaman－）に任せ、彼等と交ってはな

　　　らない。（43）

　　　大慧の彼は金胎神の言葉を心して、人前では痴人（jada）、狂人（un’nattα）の態をな

　　　していだ㌧（44）



軽蔑（原） ll7

このBharata物語（’j’αda－bhorαta－cαritα）は初期Vedanta学派の書の中に言及されている。

　　tαsmad　ei・arp！｛，idit乙」ainam　adt，aite　YO元ayet　sm畑η

αdvaitαm担　sαmαnゆγaPya元adavα1　lokam　acαγet（M吻甑kηαKδγ施2．36）

　　それ故にこの（現象の融消を）かくの如しと知って、不二（の境地）に憶念を結びつけ

　　よ。不二に達して、あたかも（感覚の鈍き）愚者の如くに世間に行ずべし。（中村元

　　訳）．1’H．

（5－2－3）後世のVedanta派のN　aradaparivrajaka　UpaniSadは先ず盲、聾、唖等の身

体障害者を遊行無資格者として排除した後、遊行者の生活を規定するが、先ずその第三章から

関係部分を訳出する“。

ρπjito正」aηd加s　cαivα　sztPrasanno　ya〃2ロbんα1／ef

　　　tatha　cet　ta’dyam口nas　tz42α〔1σbhapati　bhaik＄a－bhuん（3．18、　p．139　10－11）

　　　供養敬礼されて心歓喜する様に、打｛鄭されてもその様にする者、彼ば（真の）乞食者な

　　　り。

　Yatiは一切を捨て「身を實して」世を渡り　（gπ412αs　cαM：331）、学ばず、説かず（na

cadhgαyana．silati　syan　na　vyakhyana－paro　yαtil2：3．73）、世の殿誉褒腫に煩わされる事なく

（manMamane＿va．rjita：p．153．9）、自ら非難も賞賛もしない（na　ninda－stutir．．．　p、153．14）。本

文は上述のMS．2．162－163，　MS．6．47－48を引用（3．40－43）した後、散文を続ける。

avuakta一励gパilyaktfica－ro励o胱atta－piSfical・ad　anunmattonmattavad　acaran。，（3

　　　P．154　8－9）

　　　徽章を顕さず；°．、善業を顕さず、幼童、狂人、賎民の如く、狂人にあらねど狂人の如

　　　く振舞い……“

　第四章に移れば「真の行者」（sad－yati）は姓名、所属ヴェーダ（cara4a）、学問（Sruta）

とその成果等を公にせず（2）、盲の如く、せむしの如く、聾の如く、唖の如く（αndhavat

kubjavat　badhironmatta－mi7んai・at：22）、愚者の如く（ノαdavαt：36）、一衣、乃至天衣無縫（dig－

a，nbara：p．1692）のまま遊行乞食する。彼は徽章（liηga）に顧慮せず（33，35．37）、善業を

隠し（gπψα一dhar？na）、知者ながら愚者の如く挙動不審（」α4α斑∂α抗δrα一cαr∫τα）、社会習慣

に外れ（1，arnaSramα一t’il・tar．iita）世人の疑惑を買う（sa7rtdigdhα：36）。

　次いで第五章は先ず散文の導入部で「幼童、狂人、賎民の如くして、人は生死の何れをも願

うべからず」（baSomnatt．a－pisacal・an　maraηaηz抱ifα？？2　pa　na　ka　？2　k，　eta：p．1804－5）と述べて

から、韻文部に次の如く言うt1。
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　　尊敬を得る事を只管嫌悪すべし、尊敬を得れば解脱せる行者と難も繋縛さる。（7）

　　　弟子を取らず、書を唱えず、説かず、何処にても企画せず。（22）

　　徽章も目標も顕す事なく、賢者は狂人幼童の如く、知者は愚者の如く己を世人に示すべ

　　　し。（23）

　　　善きも悪きも、為さず言わず思わず、かく己に満足して賢者は痴人の如く振舞うべし。

　　　（24）

　　　賢者は幼童の如く戯れ、巧者は痴人の如く振舞い、知者は狂人の如く語り、聖典を護持

　　　する者は牛の如く俳徊すべし。（26）（－BhP．II．18．29）

　　　善からぬ輩に罵られ、蔑まれ、騙され、嫉妬され、叩かれ、苦しまされ、生計を奪われ、

　　　（27）

　　　無知の輩に糞尿を掛けられ、種々動揺させられ、苦境に立つも、最高善を望み、己によっ

　　　て己を高めるべしi43。（28）

　彼は一般の社会習慣を超越し（αtivarnaSrami：6．10－11，槻γ顧ηnSrainan　sαγ1・∂ηatityα：6．12－

13）、生まれたままの裸体の姿（nαgna：6．24、　digaMbαra，ノata－rz－tpa－dhara：7p．204．6－7）で世

を渡り、師も弟子も聖典も不要であった（guru－si＄Ya－SaStmdi－i’ininnUktα：9p．220．5）。

（6）結論

　この様に箴言集（Subhs＄ita）や遊行奥義書（Sarpny五sa－ILTpani＄ad）を中心に古代インド

の「軽蔑」の概念を検討してみると、行者が世人の「軽蔑」に耐える「忍辱」の中に積善の道

を見出していた事が判明する。のみならず最高の遊行者は最早社会習慣に囚われる事なく

（aty［－varηa］aSra？nα）、又「読諦聖典」を専らとせずに只管己れを隠蔽し、（aVYaK’tα一lihgα，

αi・ yaktaca　ra）「杖木瓦石打榔」に耐えて遊行していた事が知られる㌧

　これら諸点は法華経の「（不）軽菩薩」の実践に或る解釈の可能性を見出す如くであるが、

深い宗教的意味を有した佛教菩薩の行を、この様な視点からのみ論じるのは誤りかも知れない。

又法華経法師品や勧持品に反映している成立時の迫害の歴史的実態も考慮に入れねばならない

であろう。今はただヒンヅー教文献の中から常不軽菩薩の行に類似したものを提示して識者の

教示批判を乞うよすがとするが、ヒンヅー教の側にも佛教と平行してギリシャの「犬儒学派」

の行を思わす「軽蔑探求」（Seeking　of　Dishonour）の伝統が存在していた事を指摘したいと

思う。

　併し、それが法華経成立時代に平行してバラモン遊行者の間に存在していたものであったか

否かは問題であろう。若しその伝統がVasi§tha－Dharma－sutraにまで遡り得るとすれば、或

いは法華経成立以前にこの種の「行法」が存在していたこととなる。



軽　蔑（原．）

　若しそうであるならば、ヒンヅー教の「自己積善」の「常軽の

（Pariz．，rajαkα）の行法を、「利他」の「常軽の菩薩」（bodlzisattva）

に、法華経の新鮮味があったと言う事となるかも知れない’；5。

（sαda－Paribhπtα）行者」

のそれに転換したところ
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（1）但しこの合成語を能動の義に取る解釈もなされている（渡辺　220）。－taに終る過去分

　　詞の能動義についてはRenou　192［152］（sens　inchoatif），　Edgerton　169［34．15］．

（2）赤沼、517．Divyavadana　38．4－39．15（Cowell－Neil　ed．）　佛は富留那の柔和忍辱（大正

　　2412b10）（んSanti－saurabhyα（39．12））を称えた。　Cf．根本説一切有部毘奈耶薬事3，大

　　正2412a19－b14、

（3）丹治312ff．（輸那鉢羅得伽国　陵辱誹誘、杖木瓦石拳脚、刀剣木石、断命）

（4）原1997（1）．

（5）Cf．　MBh．5．34．77，　which　has　na　for　z’∂irl　c．　Cf，　also　IS．6018．　Cf．　also　MBh．7．168．14

　　倣ayarditnnaLm　asinakazn　1，∂c∂）nαrma4i　krntasの

　　仇緬四泌t）θ9α一緬γ吻ivisr＄ζany　anayatmaんailt

krntonti　dehin∂m　mαrma　SastMnivα vac口msi　ca　（IS．2577）

（6）na　ta　th　a”riPur　na　Sastra　1．n　na　llisam　na　hi　danruno　ma／2a－i，yadhih

μduejαηαηt｛PurUSa？p　yatha｝z｛hαtuk口k§αγa　z）a．η乏　（∫S．3258）

　　敵人も、武具も、毒も、恐ろしき難病も、口汚い罵りの（不滅の）音節よりなる言葉程に

　　は人を恐れさせない（μ∂乙匂α孤ηごD。

（7）Cf．　ISユ549＝MBh，1．82．IL　3．295．13，3．296．29，5．34．76，5．139．38，6．102．11、8．59，IL

　　10．10．15，11．19．6，11．23．18、それは又「剣」（asi）に喩えられる（IS．145－6）。

（8）Cf，　IS．198，814，3979，2852．さればそれは毒蛇にも喩えられる（Paficatantra　1．304－

　　305＝IS．829、4041，　Ca箪akya一白ataka　26＝IS．6899．

（9）Cf．　MBh．1．82．9＝5．36．8－IS．576。この世に於いて蔑視（α1・の頗ηα）は死よりも悪い

　　（MBh．3．29．12）と言われる。

（10）guru’na7n　avamano　hy　vadha　ity　abhidhiyαte（MBh．8．49．109ef）．Cf．原1997（2｝
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（11）　MBh．8．49、65cd（yad∂τ．）α7η∂ηα郷labhate　mah∂ntaTge　tadd∫iivanηnrta　ity　ucgαte　sah）．Cf．

　　also　IS．5946

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　IS．3445，

（17）　IS．4652．

（18）　dvi一αaγaηa－1）aSu＄u　bhr伐taγ，η∂darSaya　te　gunanθ厄η

PaSαvo’nyeσz仰α一sa（thya　lp　khαdαηty　ete　gu刀an　eva　（IS．30ヱ7）

　　兄弟よ、二本足の動物にこれら汝の徳を示す勿れ。

　　それ以外の動物は徳（綱）（gurpa）にて御せられるも、彼等は徳を謡る。

（19）　7ηαカロηα／）ya　tpαta　i．n　y∂ti　nirgune　guぞza－vistarah

δdhδγδdh∂yα一1）havena　9αje鴛dγα iv・a　dα　ri）aηe　（H柱o］）αdeSa　3、ヱ2＝IS、4760）

　　大なる者も小となる、徳高き人も徳なき人（の口）に（掛れば）倭小化される。

　　受容れ側が小なれば、鏡の中の巨象の如し。

（20）　αn．yan　Parivαdan　sδdhur　yαth∂ hiParitaPYαte

tatha　i）aγivαdanαnya？刀s　tll．Sξo　bhavαti　d↓u’rjanα力　（MBh．1．69．11＝IS．374）

　　善き人は他人を悪く言って後悔するが、悪き人は他人を罵って満足する。

abhivitdua　pαtha　z，rddhan　santo　gαcchanti　nirvrttim

α）αη1sαijanam　akrZtSyα7n覆γd｝10　bltavαti　nirv．rttalP　（MBh．1．69．12＝IS．505）

　　善人が長老を敬って満足する如く、愚人は善人を非難して満足す。

ロ餓α一cchihnain　nのanat句αrα一cch乏hn硫ρα§yαti

Strα一cchiltna？れyact　i．　janati　Pαra－cchihnαip　nαi）aSyati　QS．7471）

　　己が弱味を知らずに、他人の弱味を見る。己が弱味を知れば、他人の弱味を見ず。

（21）　Cf．　IS．902　（ατアηα一Z）2’aSallxlsa）

（22）それは白制心（daina）ある者の特質の一つに数えられる（MBh．12．213．11，12．154．17）。

（23）　Cf．　Para－d∂r∂n　1）ara－dravyam　Par’ii．，α∂α7η1）αrasya　ca

i）arihitsαip　gu　ro力 sthδne　cδPαlya7p　ca 　1’ivarjayet　（C口ηakya－Satakα30＝is．3924）

　　他人の妻、他人の財産、他人の悪口、長上への嘲笑、住所の不定を避くべし。（辻直四郎

　　訳）

（24）IS．295、296，297＝NitiSataka　3．34，　N．IBh，1．82．9、　IS．638＝／＝MBh．12．174．20，

（12）

（13）

（14）

（15）

（16）

IS．746，5113　MBh．8．30．87＝／＝IS．3935．

MBh．5．33．36＝IS．3918．　IS．470．2214．

Cf．　IS．6783，6997．

悪口雑言は人を地獄に導く（IS．3646－／－MBh2．59．6、12．288．8）

Cf．　IS．3724，3468＝Paficatantra　L252、5232－3＝MBhユ2ユ15．9，　IS．6628－9；MBh．2．65．7－8
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（25）　vacαnαir　asatdm　mah’iyαso　naんhalu　l．’yeti　gu「utvam　uddhataih

　　ki7nα麺’ゴγα∫ob万r　aurvarαir　avak吻αsya　maner　mαharghatα

　　16．27＝IS．5903）

　　悪人の傲慢な言辞によるも、偉大人の尊厳は変ることなし。

　　宝石の高価なる事は、塵にまみれて、消え行くや。

hαsta　iva　b砿fi－？ηαliηo　yα仇四〇伽1αngハzayαt・i　khαlalP　sujonam

darParpam　ivα　tam　kuγute　tatha　tαth・a　nirmala－chaya？n（is．7376）

　　灰に穣れた手が鏡を擦る如く、悪人が善人を揉みくちゃにすればする程、

　　垢の光り有らしめる。

（26）

（27）

（28）

（29）

（30）

（31）

（32）

（33）

（．34）

（35）

（36）

tαd　aPy　asαmpska．rα一gunapa　gM？ngα一vakyokt・i－sa？paSritaTn

　　aPαdhvαstα一vaPuip　so’tha　7nalinambara－dh・ロ∂z晒力

kiinnαdantantα．頑sαγt，αih　Parib｝tatαh　sa　nagαγaih（41）

　　∫α㌘ησηα磁加r励力励myogardd　zeh　kurute　yatah

　　∫αアz〔lna－vαmato　yogi　yoga－siddhi㌘cαvindαti　（42）

　　tas）nac　cαretαt・ai　yogi　sαt卿∂ノzannam　adumsαyan

　　jαn∂yα功∂ヱ．，alnanyeran∂cんeyur　naiva　saM9αtiηTt　（43）

hirαnyα9αrbhα一vαcαnα？ge　vicintyetthαin　mαha－mαtin

口むn口nαηnda’r≦αyamδsaゴα（lon？nαttδkrt’iη1元αne　（i；’i§ημ一ρ．ur口刀a　2．」3．44）

（37）Leumann　loc．　cit．

（38）中村361and　664

（39）TextはO．Schrader　129－221に拠っている。

（40）ここに徽章（tihgα）とはSect．arian　Mark等、行者たる事を明示する

（SiSuPatαvαdha

彼をして更に無

MBh．2．41．15＝／＝IS．896，　IS．2225t　MBh．5．33．26＝IS．3529．

Cf．　MBh．5．36．15，　MBh．12，288．17＝IS．5611．

Cf．　IS．400．

Kullakaによれば人がその為に嘘をつく「七門」とは五官とbuddhiと7nanαsである。

この語に就いてはHara　2001．

Cf．　MBh，5．36．9，12．115．2－3，　Cf．　Hara　1994．

この頗ηαρπzsτノ2α一Brahminの奇行についてはWeis　310参照。

Ingalls　1962，01ivelle　1992　107－112，1993　166，229－231、1995　312－4．

Cf．　Sprockhoff　155－186．

Leumann　67－70，

ukto「P｛bahuSah　ki，geciゴゴadα一uαkgα？n　ablM＄atα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　（40）

「標」一般の義



軽蔑（原）

　　である。（Olivelle　198626ff．）

（41）この遊行者（par’ivraj’aka）の規定はVasi§tha　Dharma－s砒raに遡る　（Olivelle　2000

　　386）。

　　avyaんta－lihgi　’vgaんtaca’rαh　　（18）　anunmatta　unMαtta一こ．）esah　　（L．’asi＄tha－d／2αrMa－Satra

　　10．19）

（42）abh句頑加一励hamS　ca　juguPsetαiva　sαrvαSαh

αb晦頑α一ta．bhαis　tu．　yαtir　mukto　’Pi　bαdhyate（7）

ω9αkfα一励90’vyakt酬ho澗加醐nattα一ba　1α　V・　at

kavir　7η花kαPα（i口tmaηa・lpm　ta（i　dr＄『y∂dαri§al／eη nrrp．a，n　（23）

　　ηαんuryanηo　z．，αdet　ki．？ncin　na　dhyayet　samdhi・－asadhuこ㊨

∂t？nar∂？no　lnay∂ 　し’rttyO 　1，ica　Teiゴα（iat・αn ηz1（η琵2　（24）

　　budho　balakavat　kridet　kuSalo　／’α4avac　caret

vα（乏e（乏umnαdav・ad　v｛d．v口．n　go－caryδ？搾 　naigαmαS　cαret　（26）

k§功亡O　’t！a？nanito’Sαdbhih　P’rαiabdho’S啄ε0「♪れ・ほ

　　t∂4itah∫αmητη4（idho　1’δvrttYa　Z」01）αriha－pitak　（27）

vis励o顧撤o｛）a抗α〃bα々励α｛｛・αrn　PrakampitaL’i

Sreyas－hamαh　krcch’ra－gata百t？nanδt｝n口nαm　Ztddhαret　（28）

sωMこanαnαm．　Parαm　ha．｝晒yogαrddheh　kurute　yatah

　　∫anen∂vamato　yogi　goga－siddhi7．n　cαz．，indαti　（29）

tαtha　Cαreta　t・α四〇9乏Sαf拠肋αηηαη1αd碗α∪ω1

元αη口　yαthdvamαn！ノer・αηgaccheyuγnαivαsαηっgα海？η　（5．30）

（43）　（29－30）は既述のVisnu　Purana　2．13．42－43と同文である。尚、第六章以．．ドに関連章句

　　を求めれば次の如くである。

yαthainamαt・amanyαnt匂αη視乏1　Pαr．ibhαvanti　ca

　　ごα〃ta　yttノヒta三9　cared　yogi　sa　tδ　nn　1’ar’アna　na〔1πSα｛／∂　（64）

　　Yoginは心して世人が彼を蔑み、又非難する様に行動すべし、ゆめ．善人の道を汚す事勿

　　れ。

（44）　Cf．1．，∂daηP　tu　yo　na　1）rαvα（ien　lla　va：dayed　yo　nahαta！p　Prat’ihanyan　na　ghδtayet

uo　hantz｛－kamαsy田ia　pa．Pa？n　icchet　tαsmai　clevah　sPrhayαnty　agαtayα（MBれ．5．36．m

　　非難されても非難を返さず、他の者にも非難させない人。打たれても打ち返さず、他の者

　　にも打たせない人、自分を殺そうと望む相手に悪意を持たぬ人。神々はその様な人が来る

　　　ことを望む。（上村勝彦訳）

（45）但しその場合、梵語原典ではsa．da一ραribhEtaのまま極く自然に通用していたものを、

123



124 法華文化研究（第33号）

何故に鳩摩羅什が敢えてそこに「不」の一字を挿入し、それが却って東アジア佛教徒の間

に流布し定着して行った事が問題となるであろう。


